平成27年度第1回社会教育委員会議議事録

日時：平成27年８月20日（木）午前10時から
場所：市役所本館８階　第２委員会室
出席委員（名簿順）

山中委員、村尾委員、新居委員、山下委員、田中委員、白木委員、山口委員、北村委員、
中西委員、中道委員
事務局
浦上教育長、松岡生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、南八尾図書館長、渞文化財課長、伊東青少年課長、菊池指導課長
（次第）
１　議長挨拶

２　教育長挨拶

３　案件

（１）平成２７年度事務事業概要について

①生涯学習スポーツ課　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料１）
②八尾図書館　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（資料２）
③文化財課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（資料３）
④青少年課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（資料４）
（２）委員間討議

①第２次八尾市生涯学習・スポーツ振興計画策定に向けて　（資料５）
（３）　報告事項

①八尾市立龍華図書館の利用状況について　　　　　
　（資料６）

４　その他

会議要旨

１　議長挨拶


（省略）

２　教育長挨拶


（省略）

３　案件

（１）平成27年度事務事業概要について
①平成27年度生涯学習スポーツ課事務事業概要について

（資料１）
②平成27年度八尾図書館事務事業概要について



（資料２）

③平成27年度文化財課事務事業概要について



（資料３）

④平成27年度青少年課事務事業概要について



（資料４）

○事務局
（資料に基づき説明）

○委員

　１２ページです。青少年グループの育成とありますが、ここで野外活動協会への補助金２万円について、去年は確か活動なしということでゼロであったと思いますが復帰したのでしょうか。
○事務局
　去年のことについてはお時間をいただき調べてみないといけないですが、この件につきましては、野外活動普及振興ということで補助金をつけさせていただいています。

○委員

　野外活動協会は長い歴史のある、よく活躍された協会です。去年の資料は実績なしでゼロのところを今年２万円と書いているので、復活したのであれば頑張ったのだなと思います。
○委員
　調査をしておいてください。

○委員

　数年前に放課後児童室の有料化や体育施設の有料化等の市政の改革があったと思います。その際に、体育施設の有料化に伴い１時間に150円という条例が制定されました。無料の団体がおそらく多いと思います。市政としては有料化となっていますが、そのあたりの収支がどのようになっているのかお教えいただければ幸いです。
○事務局
　事業の実施にともなう体育館の電気料金相当分として徴収しており、年度により若干の増減がありますが、概ね170万円弱の収入があります。

　また、ご質問にありましたように地域福祉委員会やまちづくり協議会、ＰＴＡ活動等で使われる場合は減免という取り扱いをしていますので、すべての団体から体育館利用にあたっての利用料金をいただいてはおりません。
○委員

　有料化の前と後について、何か変化がありましたか。市民の方の利用状況の変化についてお願いします。

○事務局
　利用団体については、これまでも適正に使用していただいていましたが、有料化ということで電気料金、相当分を支払うことによって、施設を使用するに当たりより責任を持って行動いただけていると感じています。

　また、効果かどうかはわかりませんが、スポーツ少年団の利用につきましても、学校体育施設をご利用いただく際は、電気料金相当分をいただいていませんので、スポーツ少年団の加盟団体が増えてきております。

（２）委員間討議

①第２次八尾市生涯学習・スポーツ振興計画策定に向けて　（資料５）
○事務局
（資料により説明）

○委員

市民意識調査をこの間されていたということを伺い、その結果を私にもぜひ教えていただければと思いますが、この結果は公表されますか。

○事務局
　アンケートの結果につきましては、計画の資料としても掲載させていただきます。また、最終まとまりましたら、ご提示させていただきたいと思います。

○委員
　１点お聞きします。策定する中で、この期間に新しい施設や様々なものができると思います。その点について、将来見通しも含めて、このような施設が建設されるということがわかっていればお教えいただきたい。
○事務局
　第２次の生涯学習・スポーツ振興計画の５年間の期間ということで報告をさせていただきますと、現在、スポーツ施設では、市の北部、福万寺町の市民運動広場を大阪府の恩智川治水緑地の平常時利用という形で運用しており、現存の市民運動広場の南側に８ヘクタールほどの土地がありますが、そのうちの２．３ヘクタールほどを大阪府から新たに借り、スポーツ広場等の整備を行っていきたいと計画をしております。

その他、図書館、文化財、青少年施設につきましては、現行のところ新たな施設の整備等の予定はありません。

（３）報告事項

①八尾市立龍華図書館の利用状況について



（資料６）
　　　　　　
○事務局
（資料により報告）

○委員

　入館者や新規登録は八尾図書館と比較するとかなり多いということですが、大人と子どもの割合はどのくらいですか。６対４や５対５というように夏休みですので子どもは多いと思いますが、わかれば、お教えいただきたい。

○事務局
　８月１日から８月１７日までの数字しかありませんが、年齢別に見ますと、６歳までに入館された方が大体4,300名、９歳までが5,400名、12歳までが4,300名と、若干12歳以下の方々が１万４、５千人ほどおられます。ただし、18歳になりますと、15歳までが1,000名、18歳までが450名、22歳までが420名と、若干この世代は３桁台になります。続きまして30歳以降40歳までの方が4,300名、40歳以降が4,300名、50歳以降が2,000名、60歳以降が3,300名、70歳以降が2,000名と、年齢層について見ますと中学生以下の方が非常に多く、続きまして30代、40代となっています。何日か見ていますと子ども連れの風景が非常に多く、世代的に子どもと30代、40代の方が多いと感じました。
　また、図書館はどこでもですが、60歳以降の方々は長時間じっくり本を読んでおられますので、その世代が多かったように思います。
４　その他

○委員

　直接的に関係があるか定かではありませんが、中学１年生の女子生徒が本当に残虐な被害にあった事案を考えますと、以前から関係機関では取り組んでいただいていますが、人間関係の希薄化が最近、非常に目立っています。特に育成連絡協議会でもご尽力いただいていますが、こども会の加入率の低下、ひいては町会加入者の低下を大きな問題にしていかないといけない事項であると考えています。

　私の地区では、国立曽爾青少年自然の家が、開館以来、毎年ジュニア会という形で子どもたちを連れて参加しています。最近、特に今年は、非常に子どもの申し込みが少なく、子どものニーズも考えながら実施していく必要があると考えています。本日は指導課長もお見えですので、学校管理者の方々へ社会教育はいかに必要かということをもう一度周知していただきたいです。といいますのは、オウムの大きな事件がありましたが、そのときは、学校教育だけではなく、社会教育が必要であると、保護者や行政関係の考え方も社会教育に力を向けたことで喜んでいました。しかし、時が経つと学校教育が最重点となります。中学生になると高校進学、受験の問題があり、学校教育は必要であると思いますが、社会教育もいかに必要であるかということを先ほどのこども会加入などにしても、学校長から子どもたちに呼びかけていただく、また、地域で行う様々な事業に積極的に参加するよう促していただくなど、学校・家庭・地域の３つをまとめていくことが一番大事なことではないかと考えています。

　当地区だけではありませんが、他の校区のことを全体的に見ていますとそのようなことが最近非常に目につきます。教育長もお見えですので、特に学校関係の管理者の皆様方に社会教育の考え方、物の言い方によっては、反発される方も多くいらっしゃると思いますが、社会教育の重要性を周知していただきたい。地域でも、それぞれの団体でも子どもの受け入れ、一般の大人の受け入れ云々のことも含めて、精一杯がんばっている。特に子どもは先生から「こういうのがあるから参加しなさいよ」「参加したらどうや」というような少しの声かけで子どもの気持ちはかわりますので、そのような声かけを特にお願いしておきたいです。このような機会で少し議題とはずれているかもしれませんが、痛切に感じましたので話をさせていただきました。
　本日も新聞に出ていましたが、特に夏休み期間中ですので先生方の目が届かない、また、あのような事件があったことに関して学校側の所見も出ていましたが、やはり私はいつも地域でも言います、こども会に加入すれば地域の方々との交流が非常に密になりますので、顔を覚えて様々な対応ができます。ＰＴＡ活動もありますが、地域との交流は非常に少ないです。特に青少年の健全育成の中では、こども会加入が絶対不可欠であると考えていますので、併せて関係機関へお願いしたいと思います。
○事務局
　ありがとうございます。委員のおっしゃるように、子どもたちの健全育成に関しては、学校教育だけではなく、社会教育が重要な役割を担っていることは十分認識をしています。また、家庭との連携や地域社会との連携はますます重要になっているということを日々感じています。子どもたちが社会の中へ出て行ったときに、居場所が必要になってきているような時代であるので、そのことも含めて連携の強化を進めていけるよう、また機会を捉えてお話をさせていただければと考えています。
○事務局
　青少年対策として、今年度に青少年健全育成八尾市民会議を大阪府の少年非行防止活動ネットワークセンターと大阪府の機関と協力し、見回りの強化や声かけ指導についても研修ができるよう、大阪府警と連携できるような体制を取り始めています。

　また、こども会の関係については、設置加入促進事業として、地域の実情を聞き、八尾市の中でも加入率が高いところと低いところという地域の実情がありますので、この部分を見定めながら我々としてもご協力いただきながら進めていきたいと思っています。

　そして、放課後の子どもの居場所ということですが、青少年課としましては、子ども教室やこども会、放課後児童室を持っていますが、今年度、一定の放課後の子どものあり方という検討会議を庁内で行っています。下半期には、放課後の子どものあり方でニーズはどのようなところにあるか、小学生の保護者を対象にアンケートをとる予定です。その結果をもって、今後の施策の方向性をさらに絞り、地域にご協力をいただきながら進めていきたいと考えております。
○事務局
　大変貴重なご意見と思います。私も３年間社会教育施設で勉強させていただき、学校での社会教育は大切であり、また、自然体験をはじめとする様々な体験を通じて子どもの豊かな心が培えるのではないかと思いました。昨日、新任教員研修にて挨拶をさせていただいた際に、この話をしました。今、学校現場で様々な教育課程はありますが、もっと大切なものがあるでしょう。そういうものを先生方一人ひとりがしっかりと認識して、感じ取り、子どもたちに指導してほしいと。そのようなことが一番大切ではないかと思います。
　学校の先生は、そのような体験をしないで先生になっている方が多いです。例えば、子どもを宿泊に連れてく際に野外炊飯をします。その時に先生は火のつけ方はわかっていないといけません。また、「米をとぎなさい」と言った際に洗剤を入れている班があり、驚いたことがあります。やはり、経験を小さいときからしている人としていない人で全く異なると思いますし、そのような気持ちを持って子ども指導に臨めるということも非常に大切だと思いました。

　昨年、お一人の委員から、校長会へこども会加入について、積極的におろしてくださいというお話がありました。すぐに私から青少年課長へ対応をお願いしました。小学校では積極的に加入を保護者会や入学説明会等で話をしていただいたと思います。このように取り組みを実施していますが、さきほど委員が「人間関係の希薄化」とおっしゃいましたが、まさしく今、それであると思います。ですので、学校と家庭と地域社会が一体となる。地域社会では様々な社会教育団体が活動していらっしゃいますが、その方々と学校と連携を図りながら子どもたちの育ちを作ることが今、一番大切であると思いますので、今後様々な場面で積極的に進めていきたいと考えております。
○委員

　今の委員の思いを聞き、非常に熱いものを感じました。私も学校職員であり、青少年指導員やスポーツ推進委員を経験してきましたので、そのような思いは同じぐらい熱くもっています。
　今、学校で取り組めていることをご紹介しますと、入学説明会などの保護者全体がいらっしゃるときにこども会の加入についての呼びかけをしています。昨年の社会教育委員会議の成果だと思います。

　2点目は、私個人のことですが、地域活動を一覧表にしました。4月の段階でどこで何をやっているかがわかるので、教職員に対して緩やかに数回参加してもらえるとありがたいというような形をとっています。関心のない職員、ある職員の差はあります。私が「今日は何の目的できたのですか」と質問すると経験年数の浅い職員は答えに戸惑います。そこで私は「研修にきてるのです」と言います。教室が落ち着くのは、自分のちからもあるが、地域の方々がこれだけ地域活動をしていただけているからであるという説明をします。このようなことを緩やかに継続していますと前任校で良いことが起こりました。理解した職員がこども会のキャンプに別の職員を連れてきます。八尾市全体としてどうかと考えると、やはり様々な部署、青少年課になるかはわかりませんが、協力要請をしていただくあるいは、私が社会教育委員会議に出席して、このような意見が出ましたという情報提供を緩やかにやっていくしかないのかという思いがあります。
　問題提起として、私が経験して非常に困ったことがあります。社会教育が充実し過ぎて、価値観の多様化で子どもの取り合いをしているのではないかと思います。というのは、現任校で、こども会はソフトボールを練習していますが、スポーツ少年団はバレーを練習しています。つまり子どもの取り合いがおこってます。他校でも、こども会のミカン狩りがあるときに、こども会のソフトボールを実施しています。これはどうなのかという疑問を持っています。私が青少年指導員をしていたときに、市民スポーツ祭の日にバスケットクラブが練習していました。そうではないだろうと思い、指導者に言いました。『「今日は地域の活動があるので市民スポーツ祭に行ってください。でなければバスケットボールに入れない。」ぐらいのこと言ってほしい』というような内容です。

　社会現象をみたときに、社会教育が多くできることで子どもたちに選択肢が増え、こども会の組織率の低下につながっている。その件について、青少年課所管になるかはわかりませんが、リーダー育成と言いますか指導者育成の段階でこども会を全面に立ててほしい、今日はこども会の事業なので皆さん行ってくださいというぐらいのスポーツ少年団であってほしいと思います。1人で悩んでいても仕方がないと思い、発言いたしました。以上です。
○委員

　熱いご意見ありがとうございます。それを気持ちに込めて活動していきたいです。

　昨年、徳島のほうに全国大会へ行った際に、ある中学生がボランティアクラブというものを作っていると話を聞きました。詳しい話は聞けませんでしたが、現在、青少年育成連絡協議会では、ジュニアリーダーというものを作っており、若い役員との話のなかで、学校にボランティアクラブがあればいいなという話が出ていました。ですので、徳島でそのボランティアクラブの話を聞いたときに、八尾市の中でボランティアクラブというものを持っている学校はあるのかと思ったのですがいかがですか。
○事務局
　1つあります。曙川南中学校です。昨年であったと思いますが、文化の日の表彰も行ったクラブです。例えば、高安駅の椅子の上に自分たちのつくった座布団を設置したり、介護施設に行き、自分たちで持っていったもので皆さんに楽しんでもらう等様々な取り組みをしています。それも1年や2年のことではなく、10年ほど続いています。八尾市は15の中学校がありますが、そのようなクラブがないと思っていたので驚きました。これはできるだけ他の中学校にも広げたいという思いがあり、表彰の対象としました。

○委員

　今の中学生は、クラブ、塾、勉強に忙しいと言いなかなか要請しても来てくれない。親に聞くなど言っていますが、子どもの意見できてほしいなという思いがありますので、ボランティアというものが重要視するかと思いました。

○委員

　今、大学でもアクティブ・ラーニングということを言われています。授業を座って聞くだけではなく、学生をいかにその授業に巻き込んで主体的に動かすかということが教員の力量として問われています。社会教育ではまさにアクティブ・ラーニングの宝庫であると私は思っています。
　当校の授業でアクティブ・ラーニングで学生を成長させたいと思い、河内長野市と連携しておりますので、青少年育成課にお世話になり、子ども向けの企画を大学生が考えて実施するということをこの７月にいたしました。大学生は、自分の楽しみは考えることができますが、人に楽しんでもらう、子どもに意味のあること、子どもが育つための何かということは考えたことがありませんでした。

　知恵を出し合い企画を２つ挙げますと、定員を超えて子どもが参加してくださりました。授業のときと全く違う学生の顔が私にも見えましたし、青少年育成課の方も大学生と子どもたちの関係が、普段、大人が教えるとか、大人がファシリテートするときと表情が違うというふうにもおっしゃっていました。

　先ほどのボランティアと通じると思いますが、普段してもらうことが当たり前であった人がする側になることで、大きなエネルギーや学びをその中で得ながら、新しい人と出会っていくことは、大きな成長の鍵になるということを実感いたしました。子どもたちにどれだけお役に立てたかわかりませんが、学生の中には変化があり、おそらくこの授業の後、子どもを見る目は変わったと思います。してもらうことが当たり前な子どもではない、誰かのために何かができる、何かをすることの意味や力、それを通して学ぶというようなことができる次の世代の育成は非常に重要です。私は、社会教育は学校ができないガードに関して力を発揮する重要な両輪のうちの片方と思っています。だからこそ、両輪をつなぐ連携のあり方が効果的に前に進むためには必要だろうと思います。
　河内長野では、私たちの講座、駅前の子ども教室という企画の流れの中に入れていただきましたが、学生が企画した内容が全校に入るチラシに載せていただけたことで、それを見られた子どもと親が参加してくださりました。例えば、情報はそのような形で学校から全校配布ですべての子どもに行き渡ることで、先生も今の社会教育が行っていることを知ってもらえたり、学校から持って帰った父母、それこそこども会の方が、今日はこれをやっているからこの日は避けてという話もありかと思います。いかにうまく大人が子どもを巻き込む環境をつくっていくか、調整していくかということを誰かがしないと間に挟まった子どもたちが、参加したいけどできないということになってしまうと思いました。
○事務局
　まさしくボランティアリーダーの育成です。それも青少年ボランティアリーダーの育成です。これが八尾市でもキーワードであると思います。中学生から青少年のボランティアをつなげていく中心的な存在の子の育成が非常に重要であると話をしています。なぜならば、私の経験の中で、キャンプファイヤーをする子、キャンプリーダーあるいはグループのリーダー、様々な主催事業をしたときに大学生が小学生や中学生の面倒を見ます。そのときにやはり自分を発見する子もいます。大学生ですが、子どもと一緒に取り組むことで、子どものことを理解する。大学生の子たちは非常に良い勉強をしています。そのような子が八尾でも育っていくとうまくいくと思いますし、委員がおっしゃった人間関係の希薄化を補っていくと思います。青少年課や教育委員会でも取り組みは行っていきます。
○委員
　1点だけ申し上げます。今、こども会が少なくなっている、入ってくれない。こども会で役をするのが嫌など、こども会の若い母親と地域とのつながりが希薄であると感じています。私はずっと東郷というという地域に住んでおり、東郷こども会では、若い母親と地域と一体となっています。以前は、母親が今年は来てくれたが来年は来てくれないというような状態でありましたが、東郷まちづくりの会を立ち上げたことでこども会の若い母親、育成会の母親が10名ほど参加していただいています。そしてそれぞれ役員を引き継いでくれます。以前は、地域の盆踊りも踊っていただけませんでしたが、今年は踊っていただけるようになりました。真面目に若い母親と付き合える場を作っていけば、こども会も復活してくるのではないかと思います。東郷では道で会っても「こんにちは」と挨拶ができるようになりました。これが参考になるかはわかりませんが、大切なことと思います。
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